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災害廃棄物仮置場設置運営訓練の開催結果 

 

１．日時 

１日目：令和 7年 10月 8日（水） 10:00～16:15  

２日目：令和 7年 10月 9日（木） 10:00～12:00  

 

２．開催場所 

１日目午前（ワークショップ１） ：鴨池公民館（鹿児島市鴨池 2丁目 32-6） 

１日目午後（屋外訓練）  ：鹿児島市民文化ホール（川商ホール）駐車場 

（鹿児島市与次郎 2丁目 3-1） 

２日目午前（ワークショップ２） ：鴨池公民館（鹿児島市鴨池 2丁目 32-6） 

 

３．プログラム 

下表のとおり。 

 

【１日目（１０月８日（水））午前】 

会場 時間 内容 

鴨池公民館 

9:30～10:00 受付 

10:00～10:05 開会 

10:05～10:20 ワークショップ１のガイダンス 

10:20～10:25 各班内にて自己紹介 

10:25～10:30 ワークショップ 1-Aの説明 

10:30～11:10 
【ワークショップ 1-A】 

仮置場の設置計画作成（レイアウト図の作成） 

11:10～11:20 【ワークショップ 1-A】 

各班でレイアウト図を１案に集約 

11:20～11:25 ワークショップ１-Bの説明 

11:25～11:35 【ワークショップ 1-B】 

仮置場の設置計画作成（役割別の人員配置案の作成） 

11:35～11:45 検討したレイアウトの発表（班ごとに発表） 

11:45～11:50 産業資源循環協会によるコメント 

11:50～12:00 午後の屋外訓練の案内 

 12:00～13:00 昼休憩 
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【１日目（１０月８日（水））午後】 

会場 時間 内容 

鹿児島市民文化ホー

ル（川商ホール） 

駐車場 

13:00～13:15 屋外訓練会場（川商ホール駐車場）へ移動 

13:15～13:30 屋外訓練①の説明 

13:30～14:30 【屋外訓練①】 

仮置場の設置 

14:30～14:40 休憩 

14:40～14:50 屋外訓練②の説明 

14:50～16:10 【屋外訓練②】 

仮置場受入対応（１班あたり計 6台対応・途中休憩含

む） 

16:10～16:15 閉会 

 

【２日目（１０月９日（(木)））午前】 

会場 時間 内容 

鴨池公民館 

 9:30～10:00 受付 

10:00～10:05 開会 

10:05～10:25 ワークショップ 2のガイダンス 

10:25～11:15 【ワークショップ 2】 

前日のワークショップ１、屋外訓練の振り返り 

11:15～11:35 振り返り結果の発表（班ごとに発表） 

11:35～11:50 有識者・産業資源循環協会による講評 

11:50～11:55 全体総括 

11:55～12:00 閉会 
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４．出席者 

下表のとおり。なお、訓練は２班に分かれて行った。 

 

No. 組織の種類 組織名 部（局） 課（室）等 参加人数 

1 

自治体 

（県） 

福岡県 環境部 廃棄物対策課 3 名 

2 佐賀県 県民環境部 循環型社会推進課 1 名 

3 大分県 生活環境部 循環社会推進課 1 名 

4 宮崎県 環境森林部 循環社会推進課 1 名 

5 鹿児島県 環境林務部 廃棄物・リサイクル対策課 1 名(1 名) 

6 沖縄県 環境部 環境整備課 1 名 

7 

自治体 

（市） 

北九州市 環境局 循環社会推進部 循環社会推進課 1 名 

8 福岡市 環境局 循環型社会推進部 計画課 1 名 

9 久留米市 環境部 資源循環推進課 1 名 

10 長崎市 環境部 資源循環課 1 名 

11 熊本市 環境局 資源循環部 廃棄物計画課 1 名 

12 大分市 環境部 ごみ減量推進課 1 名 

13 宮崎市 環境部 
環境政策課 

環境指導課 

1 名 

1 名 

14 鹿児島市 環境局 資源循環部 

資源政策課 

廃棄物指導課 

清掃事務所 

5 名 

3 名 

4 名 

15 那覇市 環境部 環境政策課 1 名 

16 

民間団体 

公益社団法人 全国産業資源循環連合会 九州地域協議会 (1 名) 

17 一般社団法人 長崎県産業資源循環協会 (1 名) 

18 一般社団法人 宮崎県産業資源循環協会 (3 名) 

19 一般社団法人 鹿児島県産業資源循環協会 5 名(4 名) 

20 
有識者 

一般財団法人 九州環境管理協会 島岡理事長 (1 名) 

21 名古屋大学 減災連携研究センター 平山准教授 (1 名) 

22 国の機関 環境省 九州地方環境事務所 資源循環課 2 名(1 名) 

23 事務局 一般財団法人 日本環境衛生センター 西日本支局 7 名 

※カッコ内の参加人数は、オブザーバ・見学者としての参加。事務局は運営としての参加。 

 

【班構成】 

A班 B班 

福岡県、佐賀県、大分県、宮崎県、鹿児島県、 

福岡市、熊本市、宮崎市、鹿児島市 7名、那覇市、 

（一社）鹿児島県産業資源循環協会 2名 

サポート：九州地方環境事務所、 

日本環境衛生センター 

福岡県 2名、沖縄県、北九州市、久留米市、 

長崎市、大分市、宮崎市、鹿児島市 5名、 

（一社）鹿児島県産業資源循環協会 3名 

サポート：九州地方環境事務所、 

日本環境衛生センター 
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５．開催概要 

（１）ワークショップ１ 

①仮置場の設置計画作成 

水害の発生に伴い、鹿児島市が設置した仮置場に、住民が片付けごみを持ち込む想定のもと、各班

でワークシート１に設置計画を作成した。 

また、仮置場での対応にあたり、役割ごとの職員の配置場所を検討し、ワークシート１に記入した。 

 

【A班成果：ワークシート１】 

 
 

【B班成果：ワークシート１】 

   



 5 / 17 

 
 

 
 

 

ワークショップ１の様子 
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（２）仮置場設置運営訓練 

①仮置場の設置 

会場に準備した資機材（下表参照）と、午前中のワークショップ１で作成したレイアウト図を用い

て、各班にて仮置場を設営した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場内平面図と仮置場設置エリア 

 

仮置場設営時に使用した資機材 

品目 用途 １班当たり数量 

（目安） 

テント 受付に設置 1 

長机 〃 2 

プラスチック椅子 〃 2 

カラーコーン（ウェイト付） 仮置場内の仕切り・看板用 ～40 

PPロープ 仮置場内の仕切り（カラーコーン同士を繋ぐ） － 

矢印板 仮置場設営用（動線指示） ～4 

コピー用紙 看板への品目記載用 ～30 

マジックペン 〃 4 

ハサミ PPロープ等の切断用 2 

巻き尺 仮置場設営時の距離計測用 2 

ガムテープ又は養生テープ 仮置場設営用（テープ固定、紙の貼付など） － 

台車 仮置場設営時の資機材運搬用 2 
  

A 班 

B 班 

黄枠内：仮置場エリア（30m×50m＝1,500m2×2 か所） 

緑枠内：仮置場エリアの外周 6m 

青枠内：資機材配置スペース（10m×30m） 

赤枠内：植栽 
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仮置場設置の様子 
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②仮置場の受入対応 

仮置場内で「責任者」、「受付役」、「誘導役」、「分別指導役」、「記録役」と役割分担し、１つの仮置

場（１班）あたり、計５台の搬入車両の受入対応を行った（本来は各班６台ずつ受入対応を行う予定

だったが、５台目まで受入対応を行った時点で急に強い雨が降ったため、６台目の対応は中止した）。

各役割は、搬入車両２台ごとに交代し、参加者がそれぞれ複数の役割を担えるようにした。また、仮

置場へ片付けごみを搬入しに来た「住民役」も参加者の中から割り当てた。 
 

【A班】                    【B班】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【基本的なごみの分別品目（鹿児島市災害廃棄物処理計画より）】 

(1)畳             (2)布団 

(3)木くず           (4)金属くず 

(5)コンクリートがら      (6)廃家電（４品目） 

(7)その他家電         (8)可燃物（可燃系混合物） 

(9) 不燃物（不燃系混合物）   (10)有害廃棄物 

(11)危険物 
 

【住民役に設定した、イレギュラーな役割や行動の一例】 

・鹿児島市の被災住民でない者の持ち込み（代理（ボランティアや親戚）、事業者、市外の被災住民） 

・対象外の品目の持ち込み（生活ごみ、危険物、便乗ごみ、産廃など） 

・対象外の品目を持ち帰るように指導を受けた際の抵抗 

・荷下ろしを自ら行わない（場内の職員に全て任せようとする） 

・待たされたことに対する不満（苦情）を言って受付に素直に応じない 

・積み下ろし場所を間違える 

・搬入者の身元や対象外の品目の持ち込みに関する偽証 

1台目 2台目 3台目 4台目 5台目 6台目

1 福岡県 住民 見学

2 佐賀県 見学 住民

3 大分県

4 宮崎県

5 鹿児島県

6 福岡市

7 熊本市

8 宮崎市 見学 住民

9 鹿児島市 住民 見学

10 鹿児島市

11 鹿児島市

12 鹿児島市

13 鹿児島市

14 鹿児島市 住民 見学

15 鹿児島市

16 那覇市 見学 住民

17 一般社団法人　鹿児島県産業資源循環協会

18 一般社団法人　鹿児島県産業資源循環協会

19 環境省

20 （一財）日本環境衛生センター

誘導

誘導 受付

受付 誘導

記録

受付

受付

記録

分別指導

誘導

オブザーバ

No. 団体名

1クール目 2クール目 3クール目

受付 誘導

記録 受付

記録 責任者 受付

受付 分別指導

責任者

受付

受付

受付

受付

受付

受付

誘導

分別指導

受付

オブザーバ

分別指導

分別指導

分別指導

受付 分別指導

誘導

受付

分別指導

誘導

記録

分別指導 記録

誘導

分別指導

分別指導

受付 分別指導

責任者

1台目 2台目 3台目 4台目 5台目 6台目

1 福岡県 住民 見学

2 福岡県

3 沖縄県 見学 住民

4 北九州市

5 久留米市 住民 見学

6 長崎市 住民 見学

7 大分市

8 宮崎市

9 鹿児島市

10 鹿児島市 見学 住民

11 鹿児島市

12 鹿児島市

13 鹿児島市

14 一般社団法人　鹿児島県産業資源循環協会 見学 住民

15 一般社団法人　鹿児島県産業資源循環協会

16 一般社団法人　鹿児島県産業資源循環協会

17 環境省

18 （一財）日本環境衛生センター

オブザーバ

オブザーバ

No. 団体名

1クール目 2クール目 3クール目

誘導 分別指導 受付

受付

受付

誘導

分別指導

分別指導

記録

分別指導

受付

記録

分別指導

受付

受付

誘導 分別指導

受付

受付

記録

受付 誘導

記録

誘導

誘導

受付

受付

受付

受付

受付

分別指導

責任者

誘導

誘導

分別指導

記録

責任者

分別指導 受付

受付 誘導責任者
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仮置場受入対応の様子 
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（３）ワークショップ２ 

①ワークショップ１、屋外訓練の振り返り 

各班において、前日午前中の訓練（ワークショップ１）及び屋外訓練の振り返りを行った結果をワ

ークシート２にとりまとめた。 

 

【A-1班成果：ワークシート２】 
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【A-2班成果：ワークシート２】 
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【B-1班成果：ワークシート２】 
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【B-2班成果：ワークシート２】 
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ワークショップ２の様子 
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６．事後アンケート 

（１）アンケート回答割合 
 

 対象者数（組織・人数） 回答者数 回答割合 

A班プレーヤー 11組織・18名 14名 78％ 

B班プレーヤー 9組織・16名 12名 75％ 

オブザーバ・見学 7組織・12名 2名 17％ 
 

（２）アンケート結果 

①開催形式について（1 日目午前：屋内ワークショップ形式／1 日目午後：屋外実践形式、2 日目午

前：屋内ワークショップ形式） 

この開催形式でよかった  ：  92.3％ 

ワークショップ形式のみがよかった ：   0.0％ 

ワークショップ形式のみがよかった ：   0.0％ 

その他                ：  7.7％ 

・1日目ワークショップ、2日目午前屋外での実践形式、午後ワークショップの形式がよかった。 

・初日の午前を移動時間、午後から開始にしていただきたい。2 日目に実地と振り返りをその場で

行った方がよいかと思いました。 

 

②プログラムの長さについて（1日目：昼休みを除いて約 5時間、2日目：約 2時間、合計約 7時間） 

ちょうどよい    ： 96.2％ 

長すぎる    ：  0.0％ 

短すぎる    ：  3.8％ 

 

③ワークショップ１（1日目午前）及び２（2日目午前）のカリキュラムや事務局の運営対応について

のご意見 

【プレーヤー参加者のご意見】 

⚫ ワークショップの時間配分や人数がちょうどよかったです。特に産資協の方がプレーヤーとして

入っていたため、経験・知見に基づいたアドバイスを頂けたのが非常に学びとなりました。 

⚫ ワークショップ１の仮置場レイアウト時に助言を頂けるのは有り難いが、その助言で混乱し、時

間内で意見がまとまらなかった。 

⚫ 仮置場の設置は、みんなで一緒に考えられてよかったです。ただ、仮置場の広さが狭かったと感

じました。また、自治体の職員が受付、誘導、分別指導のすべてに対応することは、出来ないと

思います。 

⚫ 1日目は、午前、午後ともワークショップにし、もう少し話し合う時間があればよかったと思っ

た。 

⚫ ワークショップ時の休憩時間を設けてほしかった。 

⚫ 実地での対応経験がないので、事務局の方のアドバイスがありがたかった。その反面、事務局の

方のアドバイスに頼りきりになってしまい、ワークショップというより事務局の方への質問タイ

ムのようになってしまった。 

⚫ 書記をしている人が用紙に記入することに時間を取られ、なかなか話し合いに参加できていなか
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ったので、役割は回した方がいいと感じた。 

⚫ 全体を通して学ぶことも多く大変有意義な研修でした。 

⚫ ワークショップ中の補助や詳細説明等が多く、助かった。 

⚫ 考える機会をいただけて有難かった。 

⚫ 産資協会員の方々は、現場での経験をもとに色々な話をしていただけて参考になったと思いま

す。自治体側の理想論だけでは現場では対応できないケースなど、産資協さんからお話いただく

時間などがあってもよいかと思いました。 

⚫ 仮置場の配置図や違反が疑われる廃棄物搬入の可否など、ケースバイケースで正解がないとは思

うが、今後の参考とするため、モデルケースの回答があれば大変助かります。 

 

【オブザーバ・見学者のご意見】 

⚫ 準備周到で、良かったと思います。 

⚫ 班名の A-1、A-2、B-1、B-2とワークショップ名の 1-A、1-Bが混同されやすく、改善が必要です。 

⚫ 会場が手狭だったため、スライドが隠れて見えなかった。 

⚫ レイアウトを考える際の基本的要件について、詳しい説明が欲しかった。 

⚫ 図上では、重機等の配置も欲しかった。 

 

④屋外訓練（1日目午後）のカリキュラムや事務局の運営対応についてのご意見 

【プレーヤー参加者のご意見】 

⚫ ワークショップで作ったものを、現場で説明してみると想像よりも狭かったり、受付の位置に工

夫が必要だったりと気付くことが多かったです。また、天候への対応という点でテントの重要性

も感じました。 

⚫ 1クールごとにネタばらしあり、訓練中にいろいろと注意することができてよかったです。 

⚫ 資機材の準備が最初からなされており、スムーズにカリキュラムに入れた。 

⚫ 暑さ対策があったらよかった。冷たい水等を準備するとか。 

⚫ 自治体も市町村の参加も出来たらいいと思います。 

⚫ ビニールテープを白ではなく、目立つ色やトラロープなどにすればもっと区割りが分かりやすく

なると思った。 

⚫ 屋外訓練で冷蔵庫の中に生ごみを入れて搬入するケースがありましたが、訓練では段ボール箱を

搬入したので気づきにくく、事前に軽く説明があればよかったと思いました。 

⚫ 受付と住民の会話が聞こえにくいため、受付の勉強の意味も込めてマイクを渡してもいいと思っ

た。 

⚫ 今回、受付で搬入品目等の確認を行いましたが、だいぶ時間がかかってしまったため、他の手法

も検討ができないかと感じました。（例えば、搬入品目が記載された票は搬入者の持ち回り、受

付では住所氏名等の聞き取りと一番近くの置き場を案内、案内された置き場の分別担当にて対象

搬入品目をチェックし、次の近くの置き場を案内、最後に受付票は回収するなど） 

⚫ 搬入品目の確認について、現場で実際に採用している手法が他にもあれば、紹介していただいた

り、比較検討してみるのも良いかと思いました。 

⚫ 持ち込み者への対応を行うための対応マニュアルの検討があって、屋外訓練という流れがあって

もよいと思いました。 
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⚫ ケーススタディとしてはとても有意義だと思いますが、１組に時間を割き過ぎている気がしまし

た。もう少し設定を簡単にしてもよいのではと感じました。 

⚫ 設営については、午前中に役割分担などの打ち合わせができれば、もっとスムーズにできたので

はないでしょうか。 

⚫ インカム（トランシーバー）の使用はあったほうがいいように思いました。 

⚫ 情報伝達、伝言は重要です。近くに立ち寄らないと何をして、何を話し合っているのかが伝わら

なかった。折角、拡声器を用意されていたにも関わらず、機能していなかった。 

 

⑤今後同様の訓練が開催される場合のご意見やご要望 

【プレーヤー参加者のご意見】 

⚫ 今回の経験を踏まえて、各県でも開催できるよう検討してまいります。 

⚫ 主催地のメンバーが多く、設定も主催地の状況を用いていた。これは開催地にとってのメリット

でもあり、良いことと考えるが、一方で、主催地以外の参加者はなかなか意見を出しづらい状況

となっているとも言える。当日閉会時に九州地方環境事務所からは「今後各都道府県主体での実

施を」との発言があったが、少なくとも「仮置場の設置（レイアウトの検討や人の配置など）」に

ついては、主催地の考え方が強く出る上で他地域の視点には大きな価値はないと思われ、広域行

政で行うことの価値がどうなのか、市町村主導でそこに国や県が関与する形の方が良いのではな

いかと感じた。一方で、「受付のシミュレーション」という点では、主催団体のみだと文化や思い

込みの部分も生じやすいため、異なる団体での視点が混ざることは有意義と感じた。 

⚫ 非常に貴重な体験をさせていただきました。ありがとうございました。 

⚫ 災害が発生した自治体の仮置場等を参考にしてみるといいと思います。 

⚫ A班、B班で出入り口の違う仮置場にするのも良いと思った。 

⚫ ホテルを自分で確保しないといけないのか、用意してもらえるのかが分かりにくかった。 

⚫ 全体的に案内を早めにしてほしかった。前泊等で前日は職場にいないので、更新された情報のメ

ールを確認することができなかった。 

⚫ 昼食の取れる会議室等はあった方がよい。 

⚫ 産業資源循環協会の理事等に参加いただいたのは大変良かったと思います。可能であれば次回以

降も今回と同様に複数名参加いただけると、災害対応の実践的な知見をさらに深められるかと思

います。 

⚫ 開催地の自治体の仮置場予定箇所と同じサイズの場所で訓練してみたい。 

⚫ 今後同様の訓練が開催される場合は引き続き参加したい。 

⚫ 実践形式は非常に有意義な研修だと思いました。 

⚫ 同じ自治体から多くの職員が参加できると、より効果的なので、県単位での開催にするのは非常

にいい案だと思います。 

⚫ 土砂置場の設定を考慮した方がよいと思いました。 

⚫ 二日目のワークショップで、短時間（30分程度）で構わないので、仮置場の基本・注意事項、good 

practice、事例紹介等についての話があってもいいかと思いました。 

 

 


